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ＪＲ連合近畿地方協議会拡大幹事会を開催 
 
 

 

 ＪＲ連合近畿地方協議会は 12 月８

日、サードプレイス弥生において第 33

回拡大幹事会を開催した。 

冒頭、近畿地協を代表して挨拶に立

った上村良成議長（ＪＲ連合副会長・Ｊ

Ｒ西労組中央執行委員長）は、12 月上

旬にＪＲ西日本管内で発生した死亡労

災事故に触れ、ＪＲ連合が策定してい

る「重大労災防止の行動指針」なども活

用のうえ、改めて最優先課題である安全の意識を強化し、「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・

重大労災事故ゼロ」の達成にむけて取り組む必要性を訴えた。また、人流拡大により回復基調に

あるＪＲ各社の利用状況や各単組における期末手当・一時金交渉の結果を踏まえ、この間の組合

員の労苦に報いることができたと評価。来る 2024春闘においても、物価高に負けない結果を勝ち

取ろうと呼びかけた。あわせて、ＪＲ東海のグループ会社である「関西新幹線サービック」内に、

ＪＲ東海労新幹線関西地方本部の

役員・組合員のうち同社に出向して

いる役員らが中心となって結成し

た「ＪＲサービック労組」に言及。

近畿地方協議会の足もとで起きて

いる動きを注視するとともに、より

一層の組織の強化・拡大が必要と警

鐘を鳴らした。 

その後、羽野敦之事務局長（ＪＲ

連合執行委員、ＪＲ西労組書記長）

より経過報告、活動方針案・予算案

が提起され、満場一致で承認され

た。役員改選では、長年副議長を務

めた白壁靖子氏が勇退、新たに川原

孝義副議長（ＪＲ西労組中央副執行

委員長）を選出、新体制を確立した。 
 

 
 

幹事会後には、ＪＲ連合より石川敏也産業政策局長を講師として勉強会を開催した。石川局長

は、ＪＲ各社の直近の収入動向や新型インフルエンザ等政府行動計画改定の動きに触れた後、直

近の産業政策に係る課題とＪＲ連合の要請内容等について紹介。「2024年問題」や地域モビリティ

の維持・活性化にまつわる課題、カーボンニュートラルへの対応等について解説があり、出席者

はＪＲ産業の抱える課題について知見を深めた。 


